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唐代の藩鎮と祠廟─ 1 ─

は
じ
め
に

　

府
兵
制
の
崩
壊
に
伴
い
、は
じ
め
唐
の
辺
境
に
設
置
さ
れ
た
節
度
使
は
、

安
史
の
乱
後
に
は
内
地
に
も
多
く
配
置
さ
れ
、
管
轄
区
域
内
の
軍
政
と
民

政
と
を
掌
握
し
た
。
こ
れ
ま
で
節
度
使
や
節
度
使
が
率
い
た
藩
鎮
の
研
究

で
は
、
そ
の
軍
閥
と
し
て
の
性
格
に
重
き
が
置
か
れ
、
藩
鎮
内
部
の
組
織

や
動
向
、
唐
朝
と
の
関
係
、
ま
た
経
済
面
等
に
つ
い
て
考
究
が
す
す
め
ら

れ
て
き
た（
１
）。

し
か
し
一
定
期
間
に
わ
た
り
そ
の
地
を
事
実
上
支
配
し
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
節
度
使
及
び
藩
鎮
が
在
地
に
果
た
し
た
役
割
は
、

唐
代
の
藩
鎮
と
祠
廟

江
川
式
部

軍
事
・
民
政
・
経
済
面
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

著
者
は
か
つ
て
、
唐
後
半
期
の
北
嶽
廟
（
現
在
の
河
北
省
保
定
市
曲
陽

県
）
で
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
現
地
に
残
る
題
名
碑
、
す
な
わ
ち
挙
祭
に
関

わ
っ
た
人
々
の
肩
書
と
氏
名
が
刻
文
さ
れ
た
碑
文
の
整
理
と
分
析
と
を

行
っ
た（
２
）。
そ
の
結
果
、
当
時
は
現
地
の
節
度
使
府
に
よ
っ
て
祭
祀
が
執
り

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
そ
の
儀
式
次
第
、
具
体
的
に
は
献

酒
礼
の
順
次
に
は
、
藩
鎮
内
の
秩
序
が
投
影
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
北
嶽
廟
は
唐
朝
が
国
家
祭
祀
と
す
る
五
嶽
祭
祀
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
朝
廷
な
い
し
在
地
の
州
県
か
ら
執
祭
官
が
派
遣
さ

れ
て
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
唐
後
半
期
に
お
い
て
、
北
嶽
廟
の
あ
る
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易
州
は
、
唐
朝
の
直
接
支
配
が
及
ば
な
い
、
義
武
軍
節
度
使
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
毎
年
十
月
に
行
わ
れ
る
廟

の
常
祭
は
、
義
武
軍
か
ら
執
祭
官
が
派
遣
さ
れ
て
祭
祀
が
運
営
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

北
嶽
廟
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
以
外
の
地
方
祠
廟
に
お

い
て
も
、
廟
碑
・
祭
文
や
そ
の
他
の
史
料
を
こ
ま
か
く
み
て
い
く
と
、
そ

こ
に
節
度
使
や
藩
鎮
が
関
与
し
た
と
み
ら
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
唐
代

後
半
期
に
お
い
て
地
方
の
軍
事
・
行
政
を
担
っ
た
藩
鎮
が
、
在
地
の
祠
廟

や
祭
祀
に
関
わ
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
例
と

し
て
、
邠
州
（
陝
西
省
彬
州
市
）
姜
嫄
公
劉
祠
と
、
魏
州
（
河
北
省
大
名

県
）
狄
仁
傑
祠
と
を
と
り
あ
げ
て
検
討
を
加
え
、
在
地
に
お
け
る
藩
鎮
の

役
割
の
一
端
を
、祭
祀
儀
礼
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
紐
解
い
て
み
た
い
。

　

な
お
史
料
と
し
て
用
い
る
祠
廟
碑
文
は
、
長
年
屋
外
に
放
置
さ
れ
た
こ

と
で
保
存
状
態
が
極
め
て
悪
く
、
基
本
的
に
は
原
石
・
拓
影
か
ら
の
文
字

の
判
読
が
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
史
料
に
依
る
こ
と
が
で
き
ず
、
清
・

王
昶
撰
『
金
石
萃
編
』
や
清
・
陸
増
祥
撰
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
等
の
石

刻
文
集（
３
）、
及
び
清
・
董
誥
等
撰
『
全
唐
文（
４
）』
所
載
の
録
文
を
用
い
る
こ
と

と
す
る
。
史
料
的
に
は
若
干
の
問
題
を
残
す
こ
と
に
は
な
る
が
、
そ
の
点

は
含
み
お
い
た
う
え
で
、背
後
に
あ
る
歴
史
経
緯
や
社
会
関
係
に
つ
い
て
、

初
歩
的
な
整
理
と
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一
、
邠
州
姜
嫄
公
劉
祠
と
「
唐
姜
嫄
公
劉
廟
碑
」

１
、
概
要

　

以
下
に
と
り
あ
げ
る
姜
嫄
公
劉
祠
は
、唐
代
の
邠
州（
治
所
は
新
平
県
。

現
在
の
陝
西
省
彬
州
市
）に
あ
っ
た
祠
廟
で
あ
る
。創
建
年
代
は
不
詳
で
、

唐
代
に
は
邠
州
城
内
の
街
巷
に
置
か
れ
て
お
り
、
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）

十
一
月
に
、
当
時
こ
の
地
を
管
轄
し
て
い
た
邠
寧
節
度
使
の
張
献
甫
に

よ
っ
て
、
城
の
南
に
移
築
さ
れ
た
。「
唐
姜
嫄
公
劉
廟
碑
」
は
、
そ
の
移
築

の
経
緯
を
刻
し
た
碑
文
で
、
新
廟
完
成
の
三
年
後
の
貞
元
九
年
（
七
九
三
）

四
月
に
、
新
廟
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
立
碑
者
は
韋
丹
、

碑
文
の
撰
者
は
高
郢
、
書
者
は
張
誼
、
そ
し
て
篆
額
は
張
琯
に
よ
る
。『
金

石
萃
編
』
巻
一
〇
三
に
、

姜
嫄
公
劉
廟
碑
〔
原
注
：
碑
連
額
高
七
尺
二
寸
、
広
三
尺
二
寸
一
分
、

二
十
八
行
、
行
四
十
九
字
、
行
書
、
篆
額
。
在
邠
州
城
南
本
廟
内
〕

と
あ
り
、
そ
の
碑
題
部
分
に
は
、

姜
嫄
公
劉
新
廟
碑

　

太
中
大
夫
行
中
書
舎
人
上
軽
車
都
尉
賜
紫
金
魚
袋
高
郢
撰

　

節
度
巡
官
将
仕
郎
試
大
理
評
事
張
誼
書

　

処
士
張
琯
篆
額
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と
碑
文
の
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
本

碑
文
の
末
尾
に
、

節
度
判
官
殿
中
侍
御
史
韋
丹
建
立

と
の
一
文
を
載
せ
て
、
立
碑
の
責
任
者
を
明
示
し
て
い
る
。
廟
碑
の
現
状

に
つ
い
て
は
『
咸
陽
市
文
物
志
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
、

姜
嫄
公
劉
廟
碑　
　

唐
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
に
立
て
ら
れ
た
。
碑

に
は
螭
首
が
あ
り
、
趺
（
亀
趺
）
を
欠
く
。
通
高
は
二
一
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、幅
は
八
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、厚
さ
は
二
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
圭
額
は
陰
刻
で
篆
書
「
姜
嫄
公
劉
廟
碑
」
の
六
字
あ
り
。
碑

身
は
陰
刻
で
正
書
（
楷
書
）
三
一
行
、
行
五
二
字
。
…
…
碑
は
も
と

彬
県
県
城
の
小
南
門
外
の
姜
嫄
祠
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
六
四
年
に
彬
県
文
化
館
に
移
さ
れ
た（
５
）。

と
あ
り
、
近
年
ま
で
現
地
に
祠
廟
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
こ
に
廟

碑
も
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
碑
石
は
現
在
彬
県
文
化
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る（
６
）。

　

祠
神
の
姜
嫄
と
公
劉
は
、
祠
廟
の
建
て
ら
れ
た
邠
州
一
帯
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
物
で
あ
る
。
姜
嫄
は
、
伝
説
上
の
帝
王
で
あ
る
五
帝
の
ひ
と
り
帝

嚳
の
元
妃
（
正
后
）
で
、
周
王
朝
の
始
祖
・
后
稷
の
生
母
と
さ
れ
る
人
物

で
あ
る（
７
）。

ま
た
公
劉
は
后
稷
の
曾
孫
で
、
一
族
を
率
い
て
戎
狄
の
多
か
っ

た
こ
の
地
に
居
住
し
、
農
業
を
指
導
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
８
）。

　

邠
州
は
古
来
「
豳
」
と
称
さ
れ
る
地
域
に
あ
り
、
六
盤
山
か
ら
関
中
平

野
へ
と
流
れ
て
渭
水
に
注
ぐ
涇
水
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。
周
王
朝

の
東
遷
後
は
秦
に
属
し
、
前
漢
時
代
に
は
漆
県
、
後
漢
時
代
に
は
新
平
県

が
設
置
さ
れ
た
。
長
安
の
あ
る
渭
水
盆
地
か
ら
、
西
北
へ
醴
泉
・
邠
州
（
新

平
）・
涇
州
・
平
涼
・
原
州
へ
と
抜
け
て
、
河
西
方
面
へ
と
つ
な
が
る
主

要
幹
線
路
上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
隋
唐
時
代
に
は
経
済
的
・
戦

略
的
に
重
要
な
州
で
あ
っ
た（
９
）。
七
五
五
年
に
安
史
の
乱
が
起
こ
る
と
、
長

安
に
近
い
こ
の
地
に
は
、
す
ぐ
に
邠
寧
節
度
使
が
設
置
さ
れ
、
乱
後
は
度

重
な
る
吐
蕃
の
侵
攻
に
備
え
る
必
要
か
ら
、
唐
末
に
到
る
ま
で
節
度
使
に

よ
る
統
治
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

碑
文
に
は
、
こ
の
邠
州
と
祠
廟
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

姜
嫄
者
、
炎
帝
之
後
、
有
邰
氏
之
女
、
姓
姜
字
嫄
、
帝
嚳
之
元
妃
、

后
稷
之
母
也
。
公
劉
者
、
后
稷
之
曾
孫
、
周
文
王
之
十
（
十
一
）
代

祖
也
。
…
…
昔
者
周
文
武
之
烈
、
本
於
后
稷
、
后
稷
之
生
、
本
於
姜

嫄
。
故
『
詩
』
曰
「
厥
初
生
人
（
民
）、
時
維
姜
嫄
」。
后
稷
之
子
曰

不
窋
、
失
官
而
奔
於
戎
狄
。
不
窋
之
孫
曰
公
劉
、
往
遷
於
豳
居
、
以

平
西
戎
、
以
篤
前
烈
。
故
『
詩
』
曰
「
篤
公
劉
、
于
邠
斯
館
。」
是

知
姜
嫄
有
徳
於
周
、
公
劉
有
徳
於
豳
、
先
賢
所
出
、
立
祠
旧
矣
。

�

（『
金
石
萃
編
』
巻
一
〇
三
）
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姜
嫄
は
炎
帝
の
子
孫
で
あ
り
、
有
邰
氏
の
む
す
め
で
、
姓
を
姜
、

名
を
嫄
と
い
う
。
帝
嚳
の
妃
で
、
后
稷
の
母
で
あ
る
。
公
劉
は
后
稷

の
曾
孫
で
、
周
の
文
王
の
十
（
十
一
）
代
祖
で
あ
る
。
か
つ
て
の
周

の
文
王
・
武
王
の
功
績
は
、
も
と
は
后
稷
よ
り
出
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
后
稷
の
生
命
は
、
姜
嫄
か
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

『
詩
経
』（
大
雅
・
生
民
之
什
）
に
は
「
厥
の
初
め
人
（
民
）
を
生

め
る
、
時
は
維
れ
姜
嫄
」
と
あ
る
。
后
稷
の
子
は
不
窋
と
い
い
、
官

を
失
っ
て
戎
狄
（
の
い
る
こ
の
地
）
に
移
っ
た
。
不
窋
の
孫
が
公
劉

で
あ
り
、
豳
に
遷
居
し
て
西
戎
を
平
定
し
、
祖
先
以
来
の
功
を
さ
ら

に
篤
く
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
詩
経
』（
大
雅
・
生
民
之
什
）
に
は
「
篤

き
公
劉
、
邠
に
斯
れ
館
す
」
と
い
う
。
こ
こ
に
姜
嫄
は
周
に
徳
が
あ

り
、
公
劉
は
豳
に
徳
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
先
賢
の
出

ず
る
と
こ
ろ
ゆ
え
、
古
く
か
ら
祠
が
建
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

唐
代
邠
州
の
治
所
で
あ
っ
た
新
平
県
城
内
に
は
、
古
く
か
ら
こ
の
姜
嫄
公

劉
廟
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
廟
を
建
て

直
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

　

我
国
家
称
秩
元
祀
、
咸
秩
無
文（
（1
（

、
山
川
鬼
神
、
亦
莫
不
寧
。
而
姜

嫄
・
公
劉
之
廟
、
旧
制
卑
陋
、
湫
隘
在
市
、
非
所
以
崇
明
祀
、
敬
鬼

神
也
。
貞
元
四
□
□
□
、
邠
寧
節
度
観
察
使
検
校
刑
部
尚
書
兼
御
史

大
夫
朗
（
邠
）
寧
郡
王（
（1
（

張
公
献
甫
、
戎
醜
是
膺
、
授
鉞
而
至
。
…
…

覩
此
二
廟
、
独
為
匪
安
。
公
曰
「
嘻
、
精
潔
莫
重
於
明
神
、
喧
囂
莫

甚
於
市
廛
。
奈
何
雑
処
乎
」
…
…
粤
以
貞
元
六
年
十
一
月
九
日
、
作

新
廟
於
南
郭
焉
。
地
則
郊
野
之
間
、
左
水
右
山
、
有
清
謐
之
勝
。

　

わ
が
国
は
大
い
な
る
祭
祀
を
挙
げ
て（
秩
序
を
）正
し
、（
祭
礼
の
）

す
べ
て
が
秩
序
正
し
く
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
山

川
鬼
神
に
つ
い
て
も
、
安
寧
と
し
な
い
も
の
は
な
い
。
姜
嫄
・
公
劉

の
廟
は
、
も
と
は
狭
隘
で
土
地
が
低
く
湿
気
の
多
い
市
街
に
あ
り
、

祠
廟
を
尊
び
、鬼
神
を
敬
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
は
な
か
っ
た
。

貞
元
四
年
（
七
九
八
）、
邠
寧
節
度
観
察
使
検
校
刑
部
尚
書
兼
御
史

大
夫
邠
寧
郡
王
の
張
公
献
甫
が
、
西
戎
防
御
の
た
め
に
、
鉞
を
授
け

ら
れ
て
こ
の
地
に
着
任
し
た
。
…
…
（
張
公
は
）
こ
の
二
廟
を
み
て

安
静
で
な
い
こ
と
を
気
に
か
け
て
「
明
神
は
最
も
清
浄
な
も
の
で
あ

り
、
市
廛
は
最
も
喧
噪
な
も
の
で
あ
る
。
雑
居
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
。」
と
い
っ
た
。
…
…
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
十
一
月
九
日
に
新

廟
を
南
郭
に
造
っ
た
。
そ
の
場
所
は
郊
外
の
野
に
あ
り
、
左
に
は
川

が
流
れ
右
に
は
山
が
あ
り
、
静
謐
景
勝
の
地
で
あ
る
。

と
あ
り
、
節
度
使
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
張
献
甫
が
、
街
巷
に
あ
っ
た
旧

廟
の
喧
騒
な
こ
と
を
気
に
か
け
て
、
こ
れ
を
静
謐
な
場
所
に
移
築
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
廟
碑
の
建
立
に
つ
い
て
は
、

　

祠
成
三
歳
矣
、
而
銘
記
尚
欠
。
将
恐
寖
遠
失
其
所
由
、
乃
陳
梗
概
、
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爰
此
刊
刻
。
辞
曰
、
…
…
勒
銘
茲
庭
、
永
示
邑
人
。

　

祠
廟
が
建
っ
て
三
年
が
た
つ
の
に
、
銘
記
さ
え
な
か
っ
た
。
時
を

経
て
由
来
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
、そ
こ
で
梗
概
を
の
べ
、

こ
こ
に
刊
刻
し
て
お
く
の
で
あ
る
。
そ
の
辞
に
い
う
に
は
…
…
銘
文

を
廟
庭
に
勒
し
、
永
く
州
民
に
示
す
。

と
述
べ
て
お
り
、
新
廟
完
成
の
三
年
後
に
、
そ
の
由
来
を
残
す
た
め
に
、

梗
概
を
碑
に
刻
し
て
、
土
地
の
人
々
に
示
し
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

２
、
張
献
甫
と
立
廟
・
立
碑
の
背
景

　

と
こ
ろ
で
、邠
州
城
内
の
街
巷
に
あ
っ
た
旧
廟
を
、州
城
南
郭
に
遷
し
て

新
廟
を
建
築
し
た
張
献
甫
と
は
、い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

張
献
甫
（
七
三
六-

七
九
六
）
は
、
開
元
時
に
突
厥
・
契
丹
・
奚
の
攻

略
に
功
績
の
あ
っ
た
将
軍
・
張
守
珪
の
甥
で
、
貞
元
四
年
（
七
八
八
）
七

月
か
ら
貞
元
一
二
年
（
七
九
六
）
五
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
邠
寧
節
度
使

を
務
め
た（
（1
（

。
姜
嫄
公
劉
廟
の
建
て
直
し
は
、
献
甫
着
任
の
二
年
後
に
行
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

貞
元
初
期
に
お
い
て
、
邠
州
か
ら
寧
州
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
毎
年
の

よ
う
に
吐
蕃
の
侵
攻
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
貞
元
二
年
（
七
八
六
）
に
は
、

吐
蕃
が
涇
・
隴
・
邠
・
寧
州
に
広
く
侵
攻
す
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一
九
六
下
・

吐
蕃
伝
に
は
、

　
（
貞
元
二
年
）
八
月
、
吐
蕃
寇
涇
・
隴
・
邠
・
寧
数
道
、
掠
人
畜
、

取
禾
稼
、
西
境
騒
然
。
諸
道
節
度
及
軍
鎮
咸
閉
壁
自
守
而
已
。
京
師

戒
厳
、
上
遣
左
金
吾
将
軍
張
献
甫
与
神
策
将
李
昇
曇
・
蘇
清
沔
等
統

兵
屯
於
咸
陽
、
召
河
中
節
度
駱
元
光
率
衆
戍
咸
陽
以
援
之
。
九
月
、

以
吐
蕃
遊
騎
及
於
好
畤
、
上
復
遣
張
献
甫
等
統
兵
屯
於
咸
陽
、
又
詔

遣
左
監
門
将
軍
康
成
使
于
吐
蕃
。

　
（
貞
元
二
年
）
八
月
、
吐
蕃
が
涇
・
隴
・
邠
・
寧
の
数
道
に
侵
攻
し
、

人
や
家
畜
を
略
奪
し
、穀
物
を
奪
い
、西
境
一
帯
は
騒
然
と
な
っ
た
。

諸
道
の
節
度
及
び
軍
鎮
は
み
な
城
壁
を
閉
じ
て
立
て
こ
も
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
。
京
師
に
は
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
、
上
（
徳
宗
）

は
左
金
吾
将
軍
の
張
献
甫
と
神
策
軍
将
の
李
昇
曇
・
蘇
清
沔
ら
を
派

遣
し
て
兵
を
統
べ
さ
せ
咸
陽
に
駐
屯
さ
せ
た
。
そ
し
て
河
中
節
度
使

の
駱
元
光
に
命
じ
て
戍
卒
ら
を
率
い
て
咸
陽
に
向
か
わ
せ
彼
ら
を
援

護
さ
せ
た
。
九
月
、
吐
蕃
の
遊
騎
隊
が
好
畤
に
現
れ
た
た
め
、
上
は

再
び
張
献
甫
ら
を
遣
わ
し
て
咸
陽
に
駐
屯
さ
せ
、
ま
た
詔
を
下
し
左

監
門
将
軍
の
康
成
を
使
者
と
し
て
吐
蕃
に
派
遣
し
た
。

と
あ
り
、こ
の
と
き
張
献
甫
は
、左
金
吾
衛
の
将
軍
と
し
て
長
安
に
お
り
、

吐
蕃
の
来
襲
に
際
し
て
は
長
安
の
す
ぐ
西
北
に
あ
る
咸
陽
に
駐
屯
し
て
、

都
の
防
御
を
担
っ
て
い
た
。

　

こ
の
の
ち
も
吐
蕃
の
侵
攻
は
や
ま
ず
、
同
年
十
一
月
に
は
塩
・
夏
州
が
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陥
落
し
、
翌
貞
元
三
年
（
七
八
七
）
五
月
に
、
徳
宗
は
将
軍
の
渾

を
派

遣
し
て
、
吐
蕃
の
尚
結
賛
と
平
涼
に
会
盟
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
失
敗
に
終

わ
り
、
さ
ら
に
貞
元
四
年
（
七
八
八
）
五
月
に
は
、
侵
入
を
受
け
て
い
た

涇
・
邠
・
寧
の
各
州
に
加
え
、
北
方
の
慶
・
鄜
州
に
も
攻
撃
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
秋
冬
の
来
襲
で
あ
っ
た
も
の
が
盛
夏
に
も

及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
都
長
安
の
西
辺
防
備
は
、
常
態
的
な
緊
張
を
強
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
理
解
し
、
対
吐
蕃
戦
に
も
詳
し
い
張
献
甫
が
、
邠

寧
節
度
使
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
然
の
な
り
行
き
で
あ
り
適
任
人
事

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
か
ら
い
た
邠
寧
藩

鎮
下
の
兵
士
た
ち
に
は
動
揺
も
み
ら
れ
た
。
貞
元
四
年
七
月
、
張
献
甫
が

節
度
使
と
し
て
着
任
し
て
く
る
の
に
あ
た
り
、
現
地
で
は
あ
る
騒
動
が
起

こ
っ
た
。『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
三
・
貞
元
四
年
七
月
条
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

韓
遊
瓌
以
吐
蕃
犯
塞
、
自
戍
寧
州
。
病
、
求
代
帰
。
…
…
献
甫
未

至
、（
七
月
）
壬
子
夜
、
遊
瓌
不
告
於
衆
、
軽
騎
帰
朝
。
戍
卒
裴
満

等
憚
献
甫
之
厳
、
乗
無
帥
之
際
、
癸
丑
、
帥
其
徒
作
乱
。
…
…
因
剽

掠
城
市
、
囲
監
軍
楊
明
義
所
居
、
使
奏
請
范
希
朝
為
節
度
使
。
都
虞

候
楊
朝
晟
…
…
潜
与
諸
将
謀
、
晨
勒
兵
、
召
乱
卒
謂
曰
「
所
請
不
行
、

張
公
已
至
邠
州
、汝
輩
作
乱
当
死
、不
可
尽
殺
、宜
自
推
列
唱
帥
者
。」

遂
斬
二
百
余
人
、
帥
衆
迎
献
甫
。

　

韓
遊
瓌
は
吐
蕃
の
犯
塞
に
対
し
て
、
寧
州
に
陣
を
お
い
て
守
り
を

固
め
て
い
た
。
し
か
し
病
を
得
た
た
め
任
務
の
交
替
と
帰
朝
を
求
め

て
き
た
。
…
…
（
代
理
と
な
る
）
献
甫
が
ま
だ
到
着
し
な
い
な
か
、

（
七
月
）
壬
子
（
七
日
）
の
夜
に
、
遊
瓌
は
人
々
に
告
げ
な
い
ま
ま
、

軽
騎
の
み
率
い
て
長
安
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
戍
卒
の
裴
満
ら
は
献

甫
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
上
官
が
い
な
い
の
に
乗
じ
て
、
癸

丑
（
八
日
）
に
手
下
を
率
い
て
乱
を
お
こ
し
た
。
…
…
城
内
を
略
奪

し
、
監
軍
の
楊
明
義
の
居
所
を
取
り
囲
ん
で
、
范
希
朝
を
節
度
使
と

す
る
こ
と
を
奏
請
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
都
虞
候
の
楊
朝
晟
は
…
…
ひ

そ
か
に
諸
将
と
謀
り
、
明
け
方
に
兵
を
出
し
て
、
乱
を
起
こ
し
た
兵

士
ら
を
招
い
て
「
お
ま
え
た
ち
の
要
請
に
は
従
え
な
い
。
張
公
は
す

で
に
邠
州
に
到
着
さ
れ
て
お
り
、
お
ま
え
た
ち
が
乱
を
起
こ
し
た
こ

と
は
死
罪
に
値
す
る
が
、
全
員
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
首
謀
者

が
誰
な
の
か
申
し
出
よ
。」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
二
百
余
人
を
斬
り
、

人
々
を
ひ
き
い
て
献
甫
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

前
任
者
で
あ
っ
た
韓
遊
瓌
は
、
朱
泚
の
乱（
（1
（

に
加
担
し
た
李
懐
光
に
代
わ

り
、
興
元
元
年
（
七
八
四
）
四
月
か
ら
邠
寧
節
度
使
を
務
め
て
い
た
が
、

病
を
得
た
た
め
帰
朝
を
申
し
出
て
い
た
。
代
わ
り
の
献
甫
が
到
着
し
な
い

う
ち
に
現
地
を
後
に
し
た
と
あ
り
、
病
気
は
と
も
か
く
、
猶
予
な
ら
な
い
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何
ら
か
の
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
部
の
兵
が
新
任
の
献

甫
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
み
せ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
下
に
お
い
て
は
一

枚
岩
の
組
織
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
都
虞
候（
（1
（

で
あ
っ
た
楊

朝
晟
の
指
示
の
も
と
、
争
乱
に
加
わ
っ
た
二
百
名
以
上
の
兵
を
斬
る
こ
と

で
な
ん
と
か
統
率
を
保
ち
、
献
甫
の
着
任
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
九
月
に
は
、
ま
た
吐
蕃
が
寧
州
に
攻
め
入
っ
て
き
た
た
め
、
献

甫
が
部
隊
を
率
い
て
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
こ
の
と
き
吐
蕃
は
鄜
州
・
坊
州

を
掠
し
て
去
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
攻
防
が
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
吐
蕃
と
唐
と
の
攻
防
戦
は
、
貞
元
五
年
（
七
八
九
）
に
な
る

と
、
小
康
状
態
を
迎
え
る
。
吐
蕃
は
ウ
イ
グ
ル
（
回
鶻
）
を
相
手
に
、
北

庭
（
天
山
東
部
）
の
争
奪
戦
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
吐
蕃
と
ウ
イ
グ
ル

と
の
戦
争
は
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
ま
で
続
く
が（
（1
（

、
そ
の
間
、
吐
蕃
は
天

山
方
面
に
軍
を
割
か
ね
ば
な
ら
ず
、
長
安
西
辺
へ
の
侵
入
は
減
っ
た
。
張

献
甫
が
邠
州
城
内
の
巷
街
か
ら
城
外
南
郊
の
閑
静
な
場
所
に
祠
廟
を
移
築

し
た
貞
元
六
年
十
一
月
は
、
近
隣
の
情
勢
が
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
頃
合

い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
も
、
貞
元
八
年
六
月
に
、
吐
蕃
は
霊
・
涇
州
に
侵
攻
す
る
。
し

か
し
唐
朝
も
体
制
を
立
て
直
し
て
臨
み
、
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
二
月
に

北
方
の
要
で
あ
る
塩
州
城
を
回
復
し
て
以
後
は
、
平
安
を
取
り
戻
し
た
。

そ
し
て
貞
元
九
年
四
月
、
新
廟
建
築
に
遅
れ
る
こ
と
三
年
に
し
て
よ
う
や

く
廟
碑
の
建
立
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

廟
碑
の
撰
文
を
担
当
し
た
高
郢
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
文
才
を
も
っ
て
知

ら
れ
、
宝
応
元
年
（
七
六
二
）
に
進
士
に
擢
第
し
た
。
韓
遊
瓌
の
前
に
邠

寧
節
度
使
を
務
め
て
い
た
李
懐
光
の
幕
僚
で
あ
っ
た
が
、
懐
光
が
朝
廷
に

背
い
て
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
八
月
に
誅
さ
れ
た
際
に
、
忠
節
を
守
っ
た

と
し
て
助
命
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
細
か
い
官
歴
は
不
詳
だ
が
、
貞
元

十
四
年
（
七
九
八
）
冬
に
は
中
書
舎
人
を
権
知
し
た
ま
ま
礼
部
侍
郎
に
任

命
さ
れ
て
お
り（
（1
（

、
碑
文
に
み
え
る
「
太
中
大
夫
行
中
書
舎
人
上
軽
車
都
尉

賜
紫
金
魚
袋
」
の
肩
書
は
、
そ
の
ま
ま
貞
元
九
年
時
点
で
の
高
郢
の
も
の

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
に
撰
文
が
依
頼
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
高

郢
自
身
が
か
つ
て
李
懐
光
幕
下
で
邠
州
に
滞
在
し
て
お
り
、
姜
嫄
公
劉
廟

の
存
在
を
周
知
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

書
者
の
節
度
巡
官
将
仕
郎
試
大
理
評
事
の
張
誼
と
、
碑
文
の
篆
額
を
書

い
た
処
士
の
張
琯
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
ま
た
碑

文
建
立
の
責
任
者
と
し
て
名
が
み
え
る
韋
丹
は
、
顔
真
卿
の
外
孫
（
真
卿

の
姉
妹
の
孫
）
に
あ
た
る
人
物
で
、
碑
に
「
節
度
判
官
殿
中
侍
御
史
」
と

あ
る
と
お
り
、
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
当
時
は
、
節
度
使
の
張
献
甫
の
も

と
で
、
藩
鎮
内
の
総
務
を
担
当
す
る
判
官
を
務
め
て
い
た（
（1
（

。
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当
時
の
邠
州
は
、
度
重
な
る
吐
蕃
の
侵
攻
・
掠
取
を
受
け
て
お
り
、
唐

朝
と
し
て
は
長
安
防
御
の
要
衝
と
し
て
、
何
と
し
て
も
死
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
唐
後
半
期
の
地
理
状
況
を
記
し
た
『
元
和
郡

県
図
誌
』
巻
三
・
関
内
道
に
は
、
邠
州
の
戸
数
に
つ
い
て
、
原
注
に
「
開

元
戸
一
万
九
千
四
百
六
十
一
。
郷
四
十
九
。
元
和
戸
二
千
六
百
七
十
。
郷

四
十
九
。」
と
記
す（
（1
（

。
郷
数
は
開
元
時
と
変
わ
り
な
い
も
の
の
、
戸
数
の

み
が
ほ
ぼ
七
分
の
一
に
減
少
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
開
元
以
後
、
安

史
の
乱
に
よ
る
人
口
減
少
は
想
定
さ
れ
る
に
し
て
も
、
邠
州
で
は
そ
の
後

も
戸
口
数
が
回
復
し
な
い
ま
ま
住
民
の
流
出
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
理
由
は
上
に
み
て
き
た
と
お
り
、
吐
蕃
の
侵
攻
に
よ
り
臨
戦
状

態
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

張
献
甫
が
姜
嫄
公
劉
の
旧
廟
を
新
た
に
建
て
直
し
た
背
景
に
は
、
吐
蕃

の
侵
攻
に
よ
る
邠
州
一
帯
の
荒
廃
を
受
け
、
古
来
の
信
仰
対
象
で
あ
る
姜

嫄
・
公
劉
廟
を
保
護
再
建
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
地
の
人
々
の
人
心
を
掌

握
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
か
つ
て
戎
狄
に
囲
ま

れ
た
こ
の
地
を
切
り
開
い
た
公
劉
の
神
位
は
、
吐
蕃
の
来
襲
が
頻
繁
で

あ
っ
た
唐
後
半
期
の
邠
州
に
お
い
て
、
再
び
人
々
に
意
識
さ
れ
て
よ
い
存

在
で
あ
っ
た
。
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
献
甫
の
着
任
に
不
満
を
も
つ

在
地
の
兵
士
に
向
け
て
も
、
何
か
し
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
つ
と
考
え
て

の
再
建
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
狄
仁
傑
祠
と
「（
元
和
）
狄
梁
公
祠
堂
碑
」

１
、
概
要

　

唐
・
魏
州
貴
郷
県
（
現
在
の
河
北
省
大
名
県
）
に
あ
っ
た
「
狄
仁
傑
祠
」

は
、
実
在
し
た
人
物
を
祀
っ
た
「
人
祠
」
で
あ
る
。
祠
堂
は
既
に
失
わ
れ

て
お
り
、
唐
・
元
和
年
間
に
建
て
ら
れ
た
祠
堂
碑
の
み
が
、
現
在
、
河
北

省
邯
鄲
市
大
名
県
孔
荘
村
に
あ
る
。

　

狄
仁
傑
（
六
三
〇-

七
〇
〇
ま
た
は
七
〇
五
）
は
唐
・
高
宗
～
武
周
時

代
の
高
官
で
、
并
州
太
原
（
現
在
の
山
西
省
太
原
市
）
の
人
、
字
は
懐
英
、

明
経
に
挙
げ
ら
れ
た
の
ち
、
并
州
都
督
府
法
曹
を
経
て
大
理
丞
と
な
り
、

滞
獄
一
万
七
千
人
を
断
じ
て
冤
訴
す
る
者
が
無
か
っ
た
と
い
わ
れ
る（
（2
（

。
の

ち
宰
相
と
な
る
が
誣
告
を
受
け
て
一
時
左
遷
さ
れ
、
魏
州
刺
史
・
幽
州
都

督
な
ど
を
歴
任
し
た
の
ち
、
神
功
元
年
（
六
九
七
）
に
宰
相
に
復
帰
す
る
。

突
厥
が
趙
・
定
等
の
河
北
諸
州
に
侵
攻
し
た
際
に
は
、
河
北
道
行
軍
副
元

帥
・
河
北
道
安
撫
大
使
と
な
っ
て
防
御
に
尽
力
し
た
。
時
の
皇
帝
・
則
天

武
后
に
諫
言
を
行
い
つ
つ
も
よ
く
そ
の
身
を
保
ち
、
七
〇
〇
年
（
一
説
に

七
〇
五
年
）に
死
去
、の
ち
に
睿
宗
か
ら「
梁
国
公
」を
追
封
さ
れ
て
い
る
。

　

立
廟
及
び
立
碑
の
時
期
に
つ
い
て
は
後
段
で
詳
し
く
み
て
い
く
が
、
最

初
に
祠
廟
が
建
造
さ
れ
た
の
は
お
お
よ
そ
武
周
時
代
の
万
歳
通
天
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（
六
九
六-
六
九
七
）
頃
で
あ
り
、
ま
た
碑
は
少
な
く
と
も
三
回
建
て
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
。初
碑
は
立
廟
時
で
已
逸
、次
碑
は
開
元
十
年（
七
二
二
）

十
一
月
の
立
碑
で
こ
れ
も
已
逸
（
以
下
「
開
元
碑
」
と
す
る
）、
三
碑
は

元
和
七
年
（
八
一
二
）
の
立
碑
で
（
以
下
「
元
和
碑
」
と
す
る
）、
こ
の

元
和
碑
の
み
が
現
存
す
る
。
初
碑
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
は
全
く
不
明

で
あ
る
。
開
元
碑
は
李
邕
撰
・
張
廷
珪
の
八
分
書
（
八
分
体
と
も
い
い
、

隷
書
の
一
種
で
波
磔
を
強
調
し
た
字
体
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
元
和
碑
は

馮
宿
撰
・
胡
証
の
正
書
（
楷
書
）
并
び
に
篆
額
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

元
和
碑
は
、
全
高
四
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
録
文
は
清
・
陸
増
祥
撰
『
八
瓊

室
金
石
補
正
』巻
七
〇
、及
び『
全
唐
文
』巻
六
二
四
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

２
、
魏
州
と
狄
仁
傑
祠

　

武
后
が
周
（
六
九
〇-

七
〇
四
）
を
建
て
て
国
政
を
掌
握
し
た
時
代
、

河
北
の
情
勢
は
か
な
り
緊
迫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。武
周
建
国
の
少
し
前
、

六
八
二
年
に
は
阿
史
那
骨
咄
禄
が
イ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗
を
自
称
し
て
突
厥

を
再
興
（
突
厥
第
二
帝
国
）
し
、
そ
の
影
響
は
西
北
の
吐
蕃
、
北
辺
の
突

騎
施
・
契
丹
に
も
及
ん
で
い
た
。
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
十
月
、
契

丹
族
が
反
乱
を
起
こ
し
、
冀
州
・
瀛
州
（
現
在
の
河
北
省
中
部
）
に
ま
で

侵
攻
し
て
き
た
の
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』
巻
八
九
・
狄
仁
傑
伝
に
は
、

　

万
歳
通
天
年
、
契
丹
寇
陥
冀
州
、
河
北
震
動
。
徴
仁
傑
為
魏
州
刺

史
。
前
刺
史
独
孤
思
荘
懼
賊
至
、
尽
駆
百
姓
入
城
、
繕
修
守
具
。
仁

傑
既
至
、
悉
放
帰
農
畝
、
謂
曰
「
賊
猶
在
遠
、
何
必
如
是
。
万
一
賊

来
、吾
自
当
之
、必
不
関
百
姓
也
。」賊
聞
之
自
退
、百
姓
咸
歌
誦
之
、

相
与
立
碑
以
紀
恩
恵
。

　

万
歳
通
天
の
年
に
、契
丹
が
冀
州
に
侵
攻
し
、河
北
に
激
震
が
走
っ

た
。
仁
傑
が
徴
せ
ら
れ
て
魏
州
刺
史
と
な
っ
た
。
前
刺
史
の
独
孤
思

荘
は
賊
の
襲
撃
を
恐
れ
、
人
々
を
す
べ
て
城
内
に
入
れ
て
、
防
具
を

修
繕
さ
せ
た
。
仁
傑
は
（
魏
州
に
）
到
着
す
る
と
、
彼
ら
を
解
放
し

て
畑
仕
事
に
戻
ら
せ
「
賊
は
ま
だ
遠
く
に
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
万
一
、
賊
が
来
た
な
ら
、

私
が
自
ら
対
応
す
る
。
皆
に
は
一
切
関
わ
ら
せ
る
こ
と
は
な
い
」
と

言
っ
た
。賊
は
こ
の
話
を
聞
い
て
退
却
し
、
人
々
は
こ
の
こ
と
を
歌

誦
し
、
碑
を
立
て
て
そ
の
恩
恵
を
記
念
し
た
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
狄
仁
傑
は
こ
の
と
き
誣
告
を
受
け
て
中
央
政
界
を

離
れ
て
お
り
、
契
丹
と
の
前
線
に
近
い
魏
州
の
刺
史
就
任
も
そ
の
間
の
人

事
で
あ
っ
た
。
仁
傑
は
し
か
し
、
よ
く
契
丹
の
動
向
を
見
抜
き
、
魏
州
は

事
な
き
を
得
た
の
で
あ
る（
（2
（

。
右
の
史
料
に
は
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
し
か

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
生
祠
も
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
旧

唐
書
』
同
伝
に
は
ま
た
、
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仁
傑
嘗
為
魏
州
刺
史
、
人
吏
為
立
生
祠
。
及
去
職
、
其
子
景
暉
為

魏
州
司
功
参
軍
、
頗
貪
暴
、
為
人
所
悪
、
乃
毀
仁
傑
之
祠
。

　

仁
傑
は
か
つ
て
魏
州
刺
史
と
な
り
、
吏
民
ら
は
彼
の
生
祠
を
造
っ

た
。
仁
傑
が
職
を
去
っ
た
の
ち
、
そ
の
子
の
景
暉
が
魏
州
の
司
功
参

軍
と
な
っ
た
が
、（
景
暉
は
）
頗
る
貪
暴
で
あ
っ
た
た
め
に
、
人
々

に
憎
ま
れ
、仁
傑
の
祠
は（
人
々
に
よ
っ
て
）毀
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
あ
り
、
魏
州
に
は
狄
仁
傑
の
生
祠
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
建
置
後
間
も

な
く
破
毀
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
魏
州
に
着
任
し

て
き
た
狄
仁
傑
の
息
子
・
狄
景
暉
の
素
行
が
悪
く
、
在
地
の
人
々
の
恨
み

を
買
い
、
そ
の
父
で
あ
る
狄
仁
傑
の
生
祠
が
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。そ
の
後
、祠
廟
の
こ
と
も
碑
の
こ
と
も
史
料
に
は
見
え
な
く
な
る
が
、

宋
・
趙
明
誠
『
金
石
録（
（2
（

』
に
は
、

唐
狄
梁
公
生
祠
記
〔
原
注
：
李
邕
撰
、
張
庭マ
マ

珪
八
分
書
、
開
元
十
年

（
七
二
二
）
十
一
月
〕

と
あ
り
、
李
邕
撰
文
に
よ
る
碑
刻
（
開
元
碑
）
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
書
者
の
張
廷
（
庭
）
珪
は
、
開
元
九
年
（
七
二
一
）
か
ら
十
年
に
か

け
て
魏
州
刺
史
を
務
め
て
お
り
、ま
た
撰
者
の
李
邕
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
一
・
張
廷
珪
伝
に
は
、

　

廷
珪
素
与
陳
州
刺
史
李
邕
親
善
、
…
…
邕
所
撰
碑
碣
之
文
、
必
請

廷
珪
八
分
書
之
。
廷
珪
既
善
楷
隷
、
甚
為
時
人
所
重
。

　

廷
珪
は
も
と
よ
り
陳
州
刺
史
の
李
邕
と
仲
が
良
か
っ
た
、
…
…
邕

が
撰
し
た
碑
碣
の
文
は
、
必
ず
廷
珪
に
頼
ん
で
八
分
体
に
て
こ
れ
を

書
い
て
も
ら
っ
て
い
た
。
廷
珪
は
楷
隷
に
巧
み
で
、
当
時
の
人
々
か

ら
大
変
重
ん
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
碑
刻
の
依
頼
が
あ
れ
ば
両
者
で
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
仲

で
あ
っ
た
。
李
邕
（
六
七
八-

七
四
七
）
は
字
を
泰
和
と
い
い
、
鄂
州
江

夏
（
現
在
の
湖
北
省
咸
寧
市
）
の
人
で
、『
文
選
』
注
の
撰
者
と
し
て
知

ら
れ
る
李
善
（
？-

六
九
〇
）
の
子
で
あ
る
。
開
元
・
天
宝
期
の
官
僚
で

書
法
家
と
し
て
も
名
高
く
、
当
時
造
ら
れ
た
碑
刻
の
撰
文
を
多
く
手
掛
け

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
元
十
年
（
七
二
二
）
十
一
月
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
こ
の
碑
文
に
つ
い
て
は
、
李
邕
の
文
集（
（2
（

に
も
収
載
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
目
下
そ
の
内
容
に
つ
い
て
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
。

　

ま
た
開
元
時
期
に
お
け
る
魏
州
狄
仁
傑
祠
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
唐
・

高
適
（
七
〇
〇
？-

七
六
五
）
の
「
三
君
詠
并
序
」
に
「
開
元
中
適
遊
於

魏
郡
…
…
邑
外
有
故
太
守
狄
公
生
祠
焉
」
と
の
一
文
が
残
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

か
つ
て
い
ち
ど
壊
さ
れ
た
と
い
う
祠
廟
も
、
開
元
期
に
は
再
建
ま
た
は
維

持
・
存
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。し
か
し
天
宝
末
年
に
起
こ
っ

た
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
魏
州
は
反
乱
軍
の
手
に
落
ち
、
生
祠
と
開
元
碑
の

存
在
は
再
び
忘
却
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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３
、
元
和
の
祠
廟
再
建
と
元
和
碑

　

開
元
碑
建
立
か
ら
約
九
十
年
の
の
ち
、
元
和
七
年
（
八
一
二
）
に
魏
州

の
狄
仁
傑
祠
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
魏
州
と
そ
れ
に
隣
接

す
る
博
州
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
魏
博
節
度
使
の
田
興
（
の
ち
弘
正
と

賜
名
）
で
あ
っ
た
。

　

安
史
の
乱
後
な
が
ら
く
こ
の
魏
博
を
含
む
河
朔
地
域
（
幽
州
盧
龍
軍
節

度
使
・
成
徳
軍
節
度
使
の
管
轄
区
域
）
の
、
い
わ
ゆ
る
河
朔
三
鎮
に
対
し

て
は
、
唐
朝
の
直
接
支
配
が
及
ば
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し

八
〇
五
年
に
即
位
し
た
憲
宗
は
、
河
朔
包
囲
網
を
作
り
、
支
配
の
回
復
を

目
指
す
。
お
り
し
も
、
元
和
七
年
八
月
戊
戌
（
十
二
日
）
に
魏
博
節
度
使

の
田
季
安
が
亡
く
な
り
、
子
の
田
懐
諫
が
後
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
懐
諫
は
ま
だ
十
一
歳
と
幼
く
、
家
僮
の
蒋
士
則
が
軍
政
を
掌
握
し
て

権
勢
を
ふ
る
い
、
藩
鎮
内
部
の
情
勢
が
不
安
定
と
な
っ
た
。
同
年
十
月
乙

未
（
十
日
）、
季
安
の
侄
で
知
軍
州
事
で
あ
っ
た
田
興
は
、
蒋
士
則
を
斬
っ

て
懐
諫
を
保
護
し
、
さ
ら
に
相
・
衛
・
澶
・
貝
・
魏
・
博
州
を
も
っ
て
唐

に
帰
属
し
て
き
た
の
で
あ
る
。唐
朝
は
、田
興
を
魏
博
節
度
使
に
任
命
し
、

翌
元
和
八
年
二
月
に
は
、
憲
宗
よ
り
弘
正
の
名
を
下
賜
し
た
。

　

元
和
碑
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
田
興
が
藩
鎮
を
掌
握
し
た
元
和
七
年
末

か
ら
八
年
頃
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
新
廟
建
設
に
つ
い
て
、
碑
文
に
は（
（2
（

、

　

元
和
壬
辰
歳
、
我
天
子
恢
拓
千
古
之
不
庭
、
凡
在
率
土
、
罔
不
来

服
。
…
…
咨
謀
耋
老
、
得
是
旧
址
、
作
為
新
祠
。
鳩
材
僝
功
、
蕆
事

頒
役
、
上
下
有
度
、
東
西
惟
序
。
…
…
越
十
月
五
日
、
厥
功
成
。

�

（『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
・
魏
府
狄
梁
公
祠
堂
碑
）

　

元
和
壬
辰
の
歳
（
七
年
〈
八
一
二
〉）、
我
が
天
子
は
、
長
年
に
わ

た
り
服
従
し
な
か
っ
た
地
方
を
恢
復
し
、
い
ま
や
天
下
に
あ
っ
て
、

来
服
し
な
い
も
の
は
な
い
。
…
…
古
老
に
た
ず
ね
て
、
こ
の
旧
址
を

探
し
得
て
、
新
祠
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
材
を
集
め
功
を
興
し
、
事

を
整
え
て
役
を
分
か
ち
、
上
下
に
は
節
度
を
遵
守
し
、
東
西
に
は
秩

序
を
重
ん
じ
た
。
…
…
よ
う
や
く
十
月
五
日
に
、
完
成
し
た
。

と
あ
り
、
完
成
は
元
和
七
年
十
月
五
日
、
そ
の
造
営
は
田
興
に
よ
る
藩
鎮

内
部
の
権
力
掌
握
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

碑
首
部
分
に
は（
（2
（

、

大
唐
魏
府
狄
梁
□
□
（
以
下
数
文
字
闕
）　

朝
議
郎
行
尚
書
虞
部
員

外
郎
上
柱
国
馮
宿
撰

（
上
闕
）
□
□
州
節
度
副
使
朝
議
大
夫
検
校
太
子
左
庶
子
兼
御
史
中

丞
賜
紫
金
魚
袋
胡
証
書
并
篆
額

　
　

�（『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
第
二
十
八
冊

所
収
拓
影
、
及
び
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
七
〇
）

と
あ
り
、
碑
題
の
下
に
、
撰
者
馮
宿
、
次
行
に
書
者
胡
証
の
名
が
み
え
る
。

碑
題
の
欠
字
部
分
は
『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
に
載
る
「
魏
府
狄
梁
公
祠
堂
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碑
」
と
い
う
題
目
か
ら
「
大
唐
魏
府
狄
梁
公
祠
堂
碑
」
と
復
原
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

撰
者
の
馮
宿
（
七
六
七-

八
三
六
）
は
、
婺
州
東
陽
（
現
在
の
浙
江
省

金
華
市
）
の
人
で
、
字
は
拱
之
。
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
に
進
士
と
な
り
、

徐
州
節
度
使
の
張
建
封
の
辟
召
を
受
け
て
掌
書
記
を
務
め
、
建
封
死
去
の

の
ち
は
浙
東
観
察
使
・
賈
全
に
仕
え
た（
（2
（

。
そ
の
後
、
太
常
博
士
に
徴
せ
ら

れ
て
中
央
に
入
り
、
碑
文
を
撰
し
た
元
和
七
～
八
年
頃
は
「
尚
書
虞
部
員

外
郎
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
書
者
の
胡
証
（
七
五
八-
八
二
八
）
は
、
河
中
河
東
（
現
在
の
山

西
省
永
済
市
）
の
人
で
、
字
は
啓
中
。
貞
元
五
年
（
七
八
九
）
に
進
士
と

な
り
、
河
中
節
度
使
・
渾
瑊瑊
の
辟
召
を
受
け
、
そ
の
後
は
殿
中
侍
御
史
、

太
子
舎
人
、襄
陽
節
度
使
・
于
頔
の
書
記
等
を
経
て
、元
和
四
年（
八
〇
九
）

に
は
戸
部
郎
中
と
な
っ
て
い
た（
（2
（

。

　

田
興
が
唐
へ
の
帰
順
を
申
し
出
て
き
た
際
の
唐
側
の
対
応
に
つ
い
て
、

『
通
鑑
』
巻
二
三
九
・
元
和
七
年
（
八
一
二
）
八
月
～
十
一
月
条
を
整
理

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る（
（2
（

。

八
月
十
九
日　
　

魏
博
節
度
使
・
田
季
安
薨
ず
。

閏
八
月
二
日　
　

�

魏
博
藩
鎮
を
牽
制
す
る
た
め
、
薛
平
を
鄭
・
滑
節

度
使
に
任
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

憲
宗
は
宰
相
の
李
吉
甫
・
李
絳
ら
と
対
応
を
議
論
。

　
　
　
　
　
　
　

�

李
吉
甫
は
派
兵
を
主
張
。
李
絳
は
魏
博
が
帰
順
し

て
く
る
と
み
て
出
兵
に
反
対
。

　

十
月
十
日　
　

魏
博
の
監
軍
使
が
、
朝
廷
に
状
況
を
報
告
。

　
　
　
　
　
　
　

�

憲
宗
は
張
忠
順
を
宣
慰
使
と
し
て
魏
博
に
派
遣
、

帰
り
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。

十
月
十
九
日　
　

�

李
絳
の
献
策
に
よ
り
、
忠
順
の
戻
り
を
待
た
ず
に

田
興
を
魏
博
節
度
使
と
す
る
。

十
一
月
六
日　
　

知
制
誥
の
裴
度
を
宣
慰
使
と
し
て
魏
博
に
派
遣
。

　
　
　
　
　
　
　

�

銭
百
五
十
万
緡
を
魏
博
の
軍
士
に
賞
与
し
、
魏
博

藩
鎮
下
の
六
州
（
魏
・
博
・
貝
・
衛
・
澶
・
相
）

の
民
に
対
し
て
一
年
の
税
を
免
除
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
初
朝
廷
で
は
、
魏
博
藩
鎮
の
帰
順
を
疑
う
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
が
、
李
絳
が
よ
く
そ
の
内
情
を
見
抜
き
、
田
興
の
差
配
を
信
じ

て
憲
宗
に
対
応
を
献
策
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
憲
宗
も
適

切
に
対
応
し
、
裴
度
を
宣
慰
使
と
し
て
派
遣
し
て
、
藩
鎮
下
の
軍
士
・
庶

民
に
十
分
な
褒
賞
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
依
然
と
し
て

朝
廷
に
背
き
続
け
る
そ
の
他
の
藩
鎮
へ
の
見
せ
つ
け
で
も
あ
っ
た
。

　
『
通
鑑
』
同
年
十
一
月
条
に
は
、

　

度
為
興
陳
君
臣
上
下
之
義
、
興
聴
之
、
終
夕
不
倦
、
待
度
礼
極
厚
、

請
度
徧
至
所
部
州
県
、
宣
布
朝
命
。
奏
乞
除
節
度
副
使
於
朝
廷
、
詔
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以
戸
部
郎
中
河
東
胡
証
為
之
。
興
又
奏
所
部
欠
官
九
十
員
、
請
有
司

注
擬
、
行
朝
廷
法
令
、
輸
賦
税
。
田
承
嗣
以
来
室
屋
僭
侈
者
、
皆
避

不
居
。

　
（
裴
）
度
は
興
に
君
臣
上
下
の
分
を
説
き
、
興
は
こ
れ
に
従
い
、

終
日
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。極
め
て
礼
節
を
以
て
裴
度
を
待
遇
し
、

裴
度
に
頼
ん
で
藩
鎮
下
の
州
県
を
あ
ま
ね
く
ま
わ
っ
て
、
朝
命
を
宣

布
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
朝
廷
に
は
節
度
副
使
を
派
遣
し
て
く
れ
る

よ
う
要
請
し
、（
憲
宗
は
）
詔
を
下
し
て
、
戸
部
郎
中
で
河
東
（
出
身
）

の
胡
証
を
節
度
副
使
に
任
じ
た
。
興
は
さ
ら
に
幕
下
の
欠
官
九
十
員

に
つ
い
て
、
有
司
に
て
注
擬
し
て
く
れ
る
よ
う
奏
請
し
、
唐
朝
の
法

令
を
行
い
、
賦
税
を
納
め
た
。
田
承
嗣
以
来
の
（
法
定
外
の
）
豪
奢

な
室
屋
は
、
い
ず
れ
も
避
け
て
使
用
し
な
か
っ
た
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
元
和
碑
の
書
者
で
あ
る
胡
証
の
名
が
み
え
る
。
同
記
事

か
ら
、
胡
証
が
元
和
碑
の
肩
書
に
み
え
る
魏
博
の
「
節
度
副
使
」
に
任
じ

ら
れ
た
の
は
、
裴
度
が
宣
慰
使
と
し
て
魏
博
の
田
興
の
所
に
来
て
以
後
、

田
興
が
節
度
副
使
の
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、

立
碑
は
元
和
七
年
の
末
以
後
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

田
興
は
朝
廷
に
帰
順
を
申
し
出
る
と
同
時
に
狄
仁
傑
祠
を
再
建
し
、
後

日
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
尚
書
省
の
属
官
で
あ
っ
た
馮
宿
が
撰
文
を
し
、

魏
博
の
節
度
副
使
と
な
っ
た
胡
証
が
書
と
篆
蓋
を
担
当
し
て
、
碑
が
完
成

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
興
が
、
古
老
に
た
ず
ね
て
ま
で
狄
仁
傑
祠

の
旧
址
を
探
し
出
し
て
廟
を
再
建
し
た
の
は
、
帰
順
の
意
志
を
具
体
的
な

形
で
朝
廷
に
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
か
つ

て
そ
の
行
政
手
腕
と
威
風
に
よ
っ
て
、
戦
わ
ず
し
て
契
丹
の
侵
攻
を
防
い

だ
朝
臣
・
狄
仁
傑
の
神
位
を
再
興
す
る
こ
と
で
、
唐
へ
の
忠
義
を
表
し
た

の
で
あ
る
。

４
、
元
和
碑
に
み
え
る
藩
鎮
の
祭
祀

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
元
和
碑
に
は
以
下
の
よ
う
な
祠
廟
に
お
け
る
祭
祀（
廟

享
）
の
儀
式
を
記
述
し
た
部
分
が
あ
る
。

　

沂
国
公
於
是
乎
請
護
軍
迨
賓
僚
・
将
校
・
虎
貔
之
群
、
撰
吉
而
致

饗
焉
。
先
一
日
、
執
事
設
次
於
門
西
、
設
柔
毛
・
翰
音
・
腯
肥
・
鮮

薧
之
具
以
俟
。
詰
朝
公
至
、
則
改
命
服
於
次
、
率
護
軍
等
升
拝
。
将

校
以
下
、
叙
拝
於
堂
下
。
公
親
酌
以
奠
、
揚
觶
而
言
、
…
…
再
拝
而

退
。
由
是
六
州
之
人
士
、
知
狄
公
之
崇
徳
可
享
。

�

（『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
）

　

沂
国
公
（
田
興
）
は
、
そ
こ
で
護
軍
お
よ
び
賓
僚
・
将
校
・
虎
貔

ら
を
呼
び
集
め
、
吉
日
を
選
ん
で
祭
祀
を
行
っ
た
。
前
日
に
、
執
事

が
廟
門
の
西
側
に
位
次
を
設
置
し
、
柔
毛
（
羊
）・
翰
音
（
鶏
）・
腯

肥
（
豚
）・
鮮
薧
（
干
魚
）
等
の
供
え
物
を
陳
べ
て
準
備
し
た
。
翌
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早
朝
に
公
が
至
り
、
次
に
て
服
装
を
改
め
、
護
軍
ら
を
率
い
て
昇
殿

し
て
礼
拝
し
た
。
将
校
以
下
の
人
々
は
、
順
番
に
堂
下
に
て
礼
拝
し

た
。
公
は
自
ら
（
神
酒
を
）
酌
ん
で
（
神
位
に
）
さ
さ
げ
、
觶
（
さ

か
ず
き
）
を
挙
げ
て
言
う
に
は
、
…
…
再
拝
し
て
退
出
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
六
州
の
人
々
は
、
狄
公
の
崇
徳
を
祀
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
儀
式
次
第
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
か
な
り
独
自
色
の
強
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
唐
朝
の
国
家
礼
典
で
あ
り
祭
祀
の
儀
式
次
第
を
詳
述
し
た

『
大
唐
開
元
礼
』
に
は
、
そ
の
巻
七
〇
に
「
所
州
祈
諸
神
」
条
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
各
州
内
の
神
祠
で
の
挙
祭
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
し
か

し
魏
博
節
度
使
の
田
興
が
魏
州
狄
仁
傑
祠
で
行
っ
た
右
の
祭
祀
の
内
容

は
、
こ
う
し
た
唐
朝
の
定
め
る
儀
式
次
第
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
魏

博
藩
鎮
が
半
世
紀
以
上
も
独
立
国
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
、
朝
臣
で
あ
っ
た
人
物
の

祀
廟
を
再
建
し
、
そ
こ
で
節
度
使
自
ら
が
祭
祀
を
行
っ
た
こ
と
に
こ
そ
、

意
義
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
。
節
度
使
・
護
軍
以
下
の
藩
鎮
軍
士
を
あ
げ

て
、
狄
仁
傑
を
祀
る
祭
祀
を
行
い
、
そ
の
こ
と
を
碑
に
明
記
し
て
唐
朝
へ

の
帰
順
を
人
々
に
周
知
さ
せ
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
み
て
き
た
二
廟
に
つ
い
て
は
、
藩
鎮
下
の
人
心
掌
握
や
、
唐
朝

へ
の
帰
順
を
在
地
の
人
々
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
節
度
使
が

自
発
的
に
古
廟
を
再
建
す
る
事
例
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
そ
の
際
に
お
い

て
も
、朝
廷
に
対
し
て
祠
廟
再
建
等
の
許
可
を
と
っ
て
い
た
様
子
は
な
い
。

祭
儀
に
つ
い
て
も
、
魏
州
の
狄
仁
傑
祠
で
行
わ
れ
た
田
興
に
よ
る
廟
享
な

ど
は
、
独
自
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

節
度
使
が
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
二
つ
の
事
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
時
の
藩
鎮
の
事
情

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
を
歴
史
の
中
で
さ
ら
に
俯
瞰
し
て
み

る
と
、
こ
の
と
き
節
度
使
が
祠
廟
を
再
建
・
保
護
し
た
こ
と
で
、
廟
は
後

世
に
存
続
す
る
こ
と
を
得
た
と
い
う
事
実
に
も
行
き
あ
た
る
。

　

唐
代
に
お
い
て
は
、
ま
だ
地
方
に
お
け
る
民
間
祠
廟
に
対
し
て
、
国
家

が
主
導
し
て
統
制
を
加
え
る
こ
と
ま
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
で
、

国
家
が
積
極
的
に
こ
れ
ら
を
保
護
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
。
宋
代
以
後
に
は
、
賜
祠
額
等
の
手
段
を
通
じ
て
正
祠
と
淫
祠
と
を

区
別
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
祠
廟
統
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が（
（3
（

、
そ

の
前
段
階
に
あ
っ
て
は
、
在
地
で
保
護
・
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
祠
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廟
ひ
い
て
は
祭
祀
・
信
仰
存
続
の
鍵
を
握
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

唐
代
後
半
期
の
地
方
社
会
に
お
け
る
祠
廟
の
意
義
・
役
割
を
ど
う
評
価

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
二
廟
の
例
の
み
で
判
断
す
る

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
藩
鎮
と
い
う
地
方
政
権

者
の
政
治
的
な
意
図
に
よ
っ
て
維
持
・
再
建
さ
れ
る
祠
廟
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
が
後
代
に
存
続
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
在
地
で
の
信
仰
が
継
承

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（１
）	

唐
代
の
節
度
使
及
び
藩
鎮
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
こ
こ

で
紹
介
す
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い
。
九
〇
年
代
以
前
の
お
お
よ
そ
の

研
究
概
略
に
つ
い
て
は
、
胡
戟
・
張
弓
・
李
斌
城
・
葛
承
雍
主
編
『
二
十
世
紀
唐

研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
政
治
巻
・
第
一
章
の
胡
戟
「
九　

藩
鎮
問
題
」
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
最
近

の
研
究
と
し
て
、
唐
末
に
お
け
る
藩
鎮
の
情
勢
と
唐
朝
の
解
体
と
の
関
係
を
考
察

し
た
、
新
見
ま
ど
か
「
僖
宗
期
に
お
け
る
唐
代
藩
鎮
体
制
の
崩
壊
─
黄
巣
の
乱
と

李
克
用
の
乱
─
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
九
編
第
九
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
挙
げ

て
お
く
。

	

　

な
お
、「
節
度
使
」
及
び
「
藩
鎮
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
は
、
概
説
書
や
専

門
研
究
に
お
い
て
も
通
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
可
能
な
限
り
「
節

度
使
」
を
人
物
の
職
名
、「
藩
鎮
」
を
節
度
使
管
轄
下
の
組
織
及
び
地
域
と
し
て
、

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）	

江
川
式
部「
北
嶽
廟
題
記
に
み
え
る
唐
代
の
常
祀
と
三
献
官
」（
氣
賀
澤
保
規
編『
中

国
石
刻
資
料
と
そ
の
社
会
─
北
朝
隋
唐
期
を
中
心
に
─
』（
明
治
大
学
東
ア
ジ
ア

石
刻
文
物
研
究
所
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
３
）	

清
・
王
昶
撰
『
金
石
萃
編
』（
一
九
二
一
年
掃
葉
山
房
本
影
印
、
中
国
書
店
、

一
九
八
五
年
）、
及
び
清
・
陸
増
祥
撰
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』（
一
九
二
五
年
劉
氏

希
古
楼
刊
本
影
印
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
収
載
の
碑
刻
録
文
を
参
照
。

（
４
）	

清
・
董
誥
等
撰
『
全
唐
文
』（
山
西
教
育
出
版
社
点
校
本
、
二
〇
〇
二
年
）

（
５
）	『
咸
陽
市
文
物
志
』（
咸
陽
市
文
物
事
業
管
理
局
編
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

二
〇
八
頁
・
寺
廟
碑
に
、

	

　
　

�

姜
嫄
公
劉
廟
碑　
　

唐
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
立
。
碑
螭
首
欠
趺
、
通
高

二
一
五
厘
米
、
寛
八
二
厘
米
、
厚
二
四
厘
米
。
圭
額
陰
刻
篆
書
「
姜
嫄
公
劉

廟
碑
」
六
字
。
碑
身
陰
刻
正
書
三
一
行
、
行
五
二
字
。
…
…
碑
原
竪
于
彬
県

県
城
小
南
門
外
姜
嫄
祠
前
、
一
九
六
四
年
移
入
彬
県
文
化
館
。

	

と
あ
る
。

（
６
）	

の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
『
陝
西
省
志
・
文
物
志
』（
陝
西
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、

陝
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
は
こ
の
碑
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
く
、

二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
陝
西
碑
刻
総
目
提
要
初
編
』（
科
学
出
版
社
）

三
三
九
頁
に
「
現
蔵
：
彬
県
文
化
館
」
と
あ
る
。

	

な
お
、「
姜
嫄
公
劉
新
廟
碑
」
の
拓
影
に
つ
い
て
は
、『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代

石
刻
拓
本
匯
編
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

か
な
り
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
よ
っ
て
以
下
本
稿
で
引
用
す
る
同
碑
の
文
字
は
『
金
石
萃
編
』
に
拠
り
、『
全

唐
文
』
巻
四
四
九
・
高
郢
条
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
７
）	
姜
嫄
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
巻
四
・
周
本
紀
（
中
華
書
局
点
校
修
訂
本
、

二
〇
一
四
年
）
に
、

	

　
　

�　

姜
原
（
嫄
）
為
帝
嚳
元
妃
。
姜
原
出
野
、
見
巨
人
跡
、
心
忻
然
説
、
欲
践

之
、
践
之
而
身
動
如
孕
者
。
居
期
而
生
子
、
以
為
不
祥
、
弃
之
隘
巷
…
…
初



國學院雑誌　第 122 巻第２号（2021年） ─ 16 ─

欲
弃
之
、
因
名
曰
弃
。
…
…
（
帝
舜
）
封
弃
於
邰
、
号
曰
后
稷
、
別
姓
姫
氏
。

	
　
　

�　

姜
原
（
嫄
）
は
帝
嚳
の
元
妃
で
あ
る
。
姜
原
が
野
原
に
出
た
と
き
、
巨
人

の
足
跡
が
あ
る
の
を
見
て
、
心
が
う
き
う
き
と
し
て
、
践
ん
で
み
た
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
践
ん
で
み
る
と
体
内
が
動
く
よ
う
に
感
じ
、

身
ご
も
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
年
た
っ
て
子
供
を
産
ん
だ
が
、
不
吉
な
こ

と
と
し
て
、
狭
い
街
巷
に
棄
て
た
…
…
は
じ
め
棄
て
よ
う
と
し
た
の
で
、
こ

れ
を
弃
（
棄
に
同
じ
）
と
名
付
け
た
。
…
…
（
帝
舜
）
は
弃
を
邰
に
封
じ
て
、

后
稷
と
号
し
、
別
姓
は
姫
氏
と
い
う
。

	

と
あ
り
、
姜
嫄
が
巨
人
の
足
跡
を
踏
ん
で
妊
娠
し
、
后
稷
を
生
ん
だ
等
の
伝
説
が

記
さ
れ
る
。

（
８
）	

公
劉
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
巻
四
・
周
本
紀
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

	

　
　

�　

后
稷
卒
、
子
不
窋
立
。
…
…
不
窋
卒
、
子
鞠
立
。
鞠
卒
、
子
公
劉
立
。
公

劉
雖
在
戎
狄
之
間
、
復
修
后
稷
之
業
、
務
耕
種
、
行
地
宜
。
自
漆
・
沮
度
渭
、

取
材
用
、
行
者
有
資
、
居
者
有
畜
積
、
民
頼
其
慶
。
…
…
公
劉
卒
、
子
慶
節

立
、
国
於
豳
。

	

　
　

�　

后
稷
が
卒
し
て
、
子
の
不
窋
が
立
っ
た
。
…
…
不
窋
が
卒
し
て
、
子
の
鞠

が
立
っ
た
。
鞠
が
卒
し
て
、
子
の
公
劉
が
立
っ
た
。
公
劉
は
戎
狄
の
間
に
暮

ら
し
て
い
た
が
、
ま
た
后
稷
の
業
を
修
め
て
、
耕
種
に
務
め
、
そ
の
土
地
に

合
っ
た
耕
作
を
行
っ
た
。
漆
水
・
沮
水
か
ら
渭
水
を
渡
り
、
材
木
を
切
り
出

し
て
用
い
、
行
く
者
は
資
材
を
持
ち
、
居
る
者
は
貯
蓄
が
あ
り
、
人
々
は
そ

の
恩
恵
を
頼
り
に
し
て
い
た
。…
…
公
劉
が
卒
し
て
、子
の
慶
節
が
立
つ
と
、

豳
に
国
を
た
て
た
。

	

ま
た
唐
・
李
泰
等
撰
『
括
地
志
』（
清
・
孫
星
衍
輯
、
賀
次
君
校
『
括
地
志
輯
校
』、

中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
巻
一
・
豳
州
条
に
は
、「
豳
州
新
平
県
即
漢
漆
県
也
。

『
詩
』
豳
国
、
公
劉
所
邑
之
地
也
（
豳
州
新
平
県
は
漢
の
漆
県
で
あ
る
。『
詩
』

の
豳
国
は
、
公
劉
が
邑
と
し
た
地
で
あ
る
）」
と
あ
る
。

（
９
）	『
元
和
郡
県
図
誌
』
巻
三
・
関
内
道
三
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
は
、
邠

州
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

	

　
　

�　

邠
州
〔
原
注
：
新
平
。
緊
。
開
元
戸
一
万
九
千
四
百
六
十
一
。
郷

四
十
九
。
元
和
戸
二
千
六
百
七
十
。
郷
四
十
九
〕。
今
為
邠
寧
節
度
使
理
所
。

管
州
三
、
邠
州
、
寧
州
、
慶
州
。
県
二
十
。
…
…
隋
大
業
二
年
省
入
寧
州
、

義
寧
二
年
復
為
新
平
郡
。
武
徳
元
年
復
為
豳
州
。
開
元
十
三
年
、
以
「
豳
」

与
「
幽
」
字
相
渉
、
詔
曰
「
魚
・
魯
変
文
、
荊
・
并
誤
聴
。
欲
求
辨
惑
、
必

也
正
名
、
改
為
「
邠
」
字
。」
天
宝
元
年
改
為
新
平
郡
、
乾
元
元
年
復
為
邠
州
。

	

　
　

�　

邠
州
。
今
は
邠
寧
節
度
使
の
治
所
と
な
っ
て
い
る
。
管
州
は
三
、
邠
州
、

寧
州
、
慶
州
。
県
は
二
十
。
…
…
隋
大
業
二
年
（
六
〇
六
）
に
省
い
て
寧
州

に
入
れ
、義
寧
二
年（
六
一
八
）に
復
た
新
平
郡
と
し
た
。武
徳
元
年（
六
一
八
）

に
復
た
豳
州
と
し
た
。
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）
に
、「
豳
」
と
「
幽
」
の

字
が
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
詔
し
て
「
魚
・
魯
は
書
き
間
違
い
が
起
こ
り
や

す
く
、
荊
・
并
は
聞
き
間
違
う
。
惑
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
に
は
、
名
を
正

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
改
め
て
「
邠
」
字
と
せ
よ
」
と
い
っ
た
。
天
宝
元

年
（
七
四
二
）
に
は
改
め
て
新
平
郡
と
し
、
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
に
は
邠

州
に
戻
し
た
。

（
10
）	『
尚
書
』
洛
誥
に
「
居
師
惇
宗
将
礼
、
称
秩
元
祀
、
咸
秩
無
文
。（
師
に
居
り
て
、

宗
を
惇
く
し
礼
を
将
け
、
元
祀
を
称
げ
秩
し
、
咸
な
秩
し
て
文
る
る
こ
と
無
れ
。

／
大
い
な
る
祭
祀
を
挙
げ
正
し
て
、
祭
礼
の
す
べ
て
が
秩
序
正
し
く
行
わ
れ
て
、

乱
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
）」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
表
現
。

（
11
）	

張
献
甫
の
封
号
に
つ
い
て
、『
金
石
萃
編
』
巻
一
〇
三
所
載
の
録
文
で
は
「
朗
寧

郡
王
」
と
す
る
が
、『
全
唐
文
』
巻
四
四
九
で
は
「
邠
寧
郡
王
」
と
し
て
い
る
。

拓
影
か
ら
の
判
読
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
「
邠
寧
」
と
し

て
お
く
。

（
12
）	『
旧
唐
書
』
巻
一
二
二
（
中
華
書
局
標
点
本
、
一
九
七
五
年
）、『
新
唐
書
』
巻

一
三
三
（
中
華
書
局
標
点
本
、
一
九
七
五
年
）
の
所
伝
、
及
び
呉
廷
燮
撰
『
唐
方

鎮
年
表
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
巻
一
・
邠
寧
条
参
照
。
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（
13
）	

安
史
の
乱
後
の
唐
と
吐
蕃
と
の
抗
争
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史

研
究
』
下
巻
（
同
朋
舎
、
一
九
五
九
年
）
の
第
五
・
第
六
章
を
参
照
。

（
14
）	

朱
泚
（
七
四
二-
七
八
四
）
は
幽
州
昌
平
（
現
在
の
北
京
市
昌
平
）
の
人
で
、
は

じ
め
盧
龍
節
度
使
李
懐
仙
の
部
将
と
な
り
、
大
暦
三
年
（
七
六
八
）
に
李
懐
仙
を

殺
し
、
の
ち
に
節
度
使
と
な
っ
た
。
大
暦
九
年
に
は
入
朝
も
し
て
い
た
が
、
建
中

三
年
（
七
八
二
）
に
弟
の
朱
滔
が
盧
龍
を
率
い
て
唐
に
背
い
た
た
め
、
免
職
さ
れ

て
長
安
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
。
翌
年
、
涇
原
の
兵
が
京
師
で
反
乱
を
起
こ
し
た

際
に
、
反
乱
兵
士
ら
が
朱
泚
を
か
つ
ぎ
だ
し
て
皇
帝
に
擁
立
し
、
国
号
を
秦
、
年

号
を
応
天
と
改
め
た
。
興
元
元
年
（
七
八
四
）
に
は
国
号
を
漢
と
改
め
、
自
ら
は

漢
元
皇
帝
を
自
称
し
て
い
た
が
、
唐
将
・
李
晟
に
敗
れ
、
彭
原
に
逃
げ
る
途
中
で

部
下
に
殺
さ
れ
た
。
建
中
四
年
（
七
八
三
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
こ
の

反
乱
を
、
朱
泚
の
乱
と
い
う
。

（
15
）	

都
虞
候
は
、
唐
中
期
以
後
に
節
度
使
と
神
策
軍
に
置
か
れ
た
官
名
で
、
軍
法
・
軍

紀
の
糾
察
を
行
っ
た
。
趙
文
潤
・
趙
吉
恵
主
編
『
両
唐
書
辞
典
』（
山
東
教
育
出

版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
八
九
七
頁
。

（
16
）	

吐
蕃
と
ウ
イ
グ
ル
と
の
北
庭
争
奪
戦
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
13
）
佐
藤

著
書
、
及
び
森
安
孝
夫
「
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
の
北
庭
争
奪
戦
及
び
そ
の
後
の
西
域

情
勢
に
つ
い
て
」（
同
氏
『
東
西
ウ
イ
グ
ル
と
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
所
収
、
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
一
九
七
四
年
、
増
補
一
九
七
九
年
）
を

参
照
。
北
庭
争
奪
戦
の
最
終
勝
利
者
に
つ
い
て
、
佐
藤
長
氏
は
吐
蕃
と
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
森
安
孝
夫
氏
の
研
究
に
よ
り
ウ
イ
グ
ル
と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
貞
元
八
年
（
七
九
二
）
の
北
庭
戦
が
終
結
し
た
後
も
、
吐
蕃
の
唐
西

辺
へ
の
侵
攻
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
両
氏
と
も
に
、
唐
と
南
詔

と
の
和
親
が
成
立
し
、
唐
側
に
寝
返
っ
た
南
詔
の
対
応
に
、
吐
蕃
が
力
を
割
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
17
）	

高
郢
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
四
七
、
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
六
五
に
立
伝
。

礼
部
侍
郎
着
任
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
所
伝
に
は
明
ら
か
で
な
く
、
厳
耕
望

『
唐
僕
尚
丞
郎
表
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
五
六
年
）
巻

一
六
・
輯
考
五
下
・
尚
書
礼
部
侍
郎
条
、
八
七
〇
頁
を
参
照
。

（
18
）	

韋
丹
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
巻
一
九
七
に
立
伝
。
ま
た
杜
牧
の
撰
し
た
墓
碑

文
が
「
唐
故
江
西
観
察
使
武
陽
公
韋
公
遺
愛
碑
」
と
し
て
『
樊
川
文
集
』（
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
巻
七
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	

前
掲
注
（
９
）『
元
和
郡
県
図
誌
』
巻
三
・
関
内
道
三
・
邠
州
条
、
参
照
。

（
20
）	

狄
仁
傑
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
八
九
、
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
一
五
に
立
伝
。

高
宗
の
儀
鳳
年
間
（
六
七
六-

六
七
九
）
に
大
理
寺
丞
と
な
っ
た
際
の
事
と
し
て
、

『
旧
唐
書
』
同
伝
に
は
「
仁
傑
、
儀
鳳
中
為
大
理
丞
、
周
歳
断
滞
獄
一
万
七
千
人
、

無
冤
訴
者
」
と
あ
る
。

（
21
）	

狄
仁
傑
の
魏
州
刺
史
就
任
期
間
に
つ
い
て
は
、
正
史
の
所
伝
に
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、『
通
鑑
』
巻
二
〇
六
・
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
条
に
「（
十
月
）
制

起
彭
沢
令
狄
仁
傑
為
魏
州
刺
史
（
彭
沢
令
の
狄
仁
傑
を
起
用
し
て
魏
州
刺
史
と
し

た
）」
と
あ
り
、
神
功
元
年
（
六
九
七
）
六
月
条
に
は
「
辛
卯
（
二
十
七
日
）、
制

以
契
丹
初
平
、
命
河
内
王
武
懿
宗
・
婁
師
徳
及
魏
州
刺
史
狄
仁
傑
、
分
道
安
撫
河

北
。（
二
十
七
日
に
、
契
丹
を
平
定
し
た
こ
と
を
う
け
、
河
内
王
の
武
懿
宗
、
婁

師
徳
、
及
び
魏
州
刺
史
の
狄
仁
傑
に
命
じ
て
、
河
北
の
各
地
に
行
か
せ
て
安
撫
さ

せ
た
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
十
月
か
ら
神

功
元
年
（
六
九
七
）
六
月
頃
と
み
ら
れ
る
。
郁
賢
皓
著
『
唐
刺
史
考
全
編
』
巻

九
八
・
魏
州
条
（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
七
〇
頁
参
照
。

（
22
）	

南
宋
・
趙
明
誠
『
金
石
録
』（『
宋
本
金
石
録
』
上
・
下
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一

年
）
録
目
第
九
六
一
。

（
23
）	
李
邕
の
文
集
は
つ
と
に
散
逸
し
、
明
代
に
輯
本
さ
れ
た
『
李
北
海
集
』
が
あ
る
。

『
李
北
海
集
』
六
巻
・
付
録
一
巻
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
影
印
、
四
庫
唐
人
文
集

叢
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
24
）	

唐
・
高
適
撰
『
高
常
侍
集
』
巻
四
・
三
君
詠
并
序
。
高
適
著
・
孫
欽
善
校
注
『
高

適
集
校
注
』
修
訂
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
九
二-

九
五
頁
、
参
照
。
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（
25
）	『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
七
〇
「
重
立
狄
梁
公
祠
碑
」
収
載
の
本
碑
録
文
は
、
欠

字
が
多
い
た
め
、
参
照
は
碑
首
碑
題
等
の
一
部
分
に
と
ど
め
、
以
下
本
論
に
引
用

す
る
内
容
部
分
で
は『
全
唐
文
』巻
六
二
四
所
載
の
碑
文
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
26
）	『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
第
二
十
八
冊
（
中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
所
収
、
陸
和
九
旧
蔵
拓
本
「
狄
公
祠
碑
」
拓
影
、
及
び
『
八
瓊
室

金
石
補
正
』
巻
七
〇
所
載
の
録
文
を
参
照
。

（
27
）	

馮
宿
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
六
八
、
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
七
七
に
立
伝
。

た
だ
し
正
史
の
所
伝
に
は
、
馮
宿
と
魏
博
藩
鎮
ま
た
は
「
元
和
碑
」
と
の
関
わ
り

を
述
べ
る
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。

（
28
）	

胡
証
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
六
三
、
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
六
四
に
立
伝
。

『
旧
唐
書
』
の
所
伝
に
は
、

	

　
　

�

元
和
四
年
、
由
侍
御
史
歴
左
司
員
外
郎
・
長
安
県
令
・
戸
部
郎
中
。
田
弘
正

以
内
属
、
請
除
副
貳
、
乃
兼
御
史
中
丞
、
充
魏
博
節
度
副
使
、
仍
兼
左
庶
子
。

	

と
の
記
事
が
み
え
る
が
、
魏
博
節
度
副
使
に
任
じ
ら
れ
た
具
体
的
な
時
期
に
つ
い

て
は
明
確
で
は
な
い
。

（
29
）	『
通
鑑
』
巻
二
三
九
・
元
和
七
年
（
八
一
二
）
八
月
～
十
一
月
条
の
記
事
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

	

　
　

�　

八
月
戊
戌
（
十
九
日
）、
魏
博
節
度
使
田
季
安
薨
。
…
…
（
閏
）
八
月
辛

亥
（
二
日
）、
左
龍
武
大
将
軍
薛
平
為
鄭
・
滑
節
度
使
、
欲
以
控
制
魏
博
。

上
与
宰
相
議
魏
博
事
、
李
吉
甫
請
興
兵
討
之
、
李
絳
以
為
魏
博
不
必
用
兵
、

当
自
帰
朝
廷
。
…
…
冬
十
月
乙
未
（
十
日
）、
魏
博
監
軍
以
状
聞
。
…
…
上

竟
遣
中
使
張
忠
順
如
魏
博
宣
慰
、
欲
俟
其
還
而
議
之
。
…
…
甲
辰
（
十
九
日
）

以
興
為
魏
博
節
度
使
。
忠
順
未
還
、
制
命
已
至
魏
州
、
興
感
恩
流
涕
、
士
衆

無
不
鼓
舞
。
…
…
十
一
月
辛
酉
（
六
日
）、
遣
知
制
誥
裴
度
至
魏
博
宣
慰
、

以
銭
百
五
十
万
緡
賞
軍
士
、
六
州
（
魏
・
博
・
貝
・
衛
・
澶
・
相
）
百
姓
給

復
一
年
。

（
30
）	

唐
・
蕭
嵩
等
撰
『
大
唐
開
元
礼
』（
古
典
研
究
会
、
洪
氏
刊
本
影
印
、
池
田
温
解

説
『
大
唐
開
元
礼　

附
大
唐
郊
祀
録
』、
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
初
版
、

二
〇
〇
四
年
第
四
版
）
巻
七
〇
・
吉
礼
・
諸
州
祈
諸
神
、
参
照
。

（
31
）	

清
・
林
侗
は
、田
興
が
唐
へ
の
忠
義
を
示
す
証
に
狄
仁
傑
祠
を
再
建
し
た
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

	

　
　

�

諸
藩
鎮
宏
正
為
最
忠
順
。
其
後
父
子
皆
死
国
、
祠
堂
之
作
亦
忠
義
気
節
之
所

発
歟
。�

（
林
侗
『
来
斎
金
石
刻
考
略
』
巻
下
）

	

　
　

�

諸
藩
鎮
の
中
で
は
宏
正
（
田
弘
正
）
が
最
も
忠
順
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
父

子
い
ず
れ
も
国
の
た
め
に
死
し
、
祠
堂
を
作
っ
た
こ
と
は
忠
義
気
節
の
発
露

で
あ
る
。

	

た
だ
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
狄
仁
傑
祠
の
再
建
は
、
こ
こ
で
林
侗
が
述
べ
る
よ

う
な
、
唐
朝
へ
向
け
て
の
意
思
表
示
の
み
な
ら
ず
、
藩
鎮
内
部
に
お
け
る
帰
順
意

志
の
周
知
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
32
）	

須
江
隆
「
煕
寧
七
年
の
詔
─
北
宋
神
宗
朝
期
の
賜
額
・
賜
号
」（『
東
北
大
学
東
洋

史
論
集
』
八
、二
〇
〇
一
年
）、
同
氏
「
唐
宋
期
に
お
け
る
社
会
構
造
の
変
質
過
程

─
祠
廟
制
の
推
移
を
中
心
と
し
て
─
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
九
、

二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

【
付
記
】本
稿
はJSPS

科
研
費18K

01005

・19H
01325

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


